
 

 - 1 -

平成２３年３月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

◇ 日  時 

１ 開  会  平成２３年３月１６日（水）午後２時００分 

２ 閉  会  平成２３年３月１６日（水）午後３時２５分 

 

◇ 場  所   三木市役所 ５階 大会議室 

 

◇ 会  議 

１ 開  会 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 前回会議録の承認 

４ 審議事項 

議案第32号 三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の決定に

ついて 

議案第33号 平成２３年度に使用する学校教育法附則第９条に規定

する教科用図書の採択について 

議案第34号 平成２３年度三木市立学校教職員人事異動内申につい

て 

５ そ の 他 

６ 閉  会 

 

◇ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員  １番 教 育 委 員 長 里 見  俊 實 

２番 教育委員長職務代行者 水 島  慶 子 

３番 教 育 委 員 稲 見  秀 穂 

４番 教 育 委 員 井 口    徹 

５番 教育委員（教育長） 松 本  明 紀 

事 務 局     教 育 部 長 篠 原  政 次 

教 育 部 政 策 主 幹 告 野  幹 也 

教 育 総 務 課 長 清 水  正 則 

教 育 環 境 整 備 課 長 井 上  博 務 

学 校 教 育 課 長 穂 積  正 則 

文化スポーツ振興課長 松 村  正 和 
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教 育 セ ン タ ー 所 長 梶 本  佳 照 

図 書 館 長 近 藤  昌 樹 

教育総務課課長補佐 稲 岡    孝 

教 育 総 務 課 西耒路  雅 恵 

 

傍 聴 者 ０人 

 

◇ 会議内容 

１ 開  会 

里見委員長が、平成２３年３月三木市教育委員会定例会の開会

を宣言した。 

 

２ 会議録署名委員の指名 

里見委員長が、本日の会議の会議録署名委員に、水島委員長職

務代行者と稲見委員を指名した。 

 

３ 前回会議録の承認 

里見委員長が、平成２３年２月定例会及び３月臨時会の会議録

の承認について諮り、全員一致で承認された。 

 

４ 審議事項 

里見委員長が、開催告示後に議案第３４号「平成２３年度三木市

立学校教職員人事異動内申について」を追加した旨を報告した。 

また、議案第３２号は被顕彰者の決定に関する議案であること、

議案第３４号は人事に関する議案であることから、三木市教育委

員会会議規則第７条第１項ただし書きの規定により、秘密会とし

て日程の最後に審議することについて諮り、同意された。 

 

【議案第３３号】平成２３年度に使用する学校教育法附則第９条

に規定する教科用図書の採択について 

○ 穂積学校教育課長が、次のように説明した。 

このたび、追加しようとする教科用図書は、帝国書院の

「楽しく学ぶ小学生の地図帳」の４年生から６年生用の拡

大字版である。 
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里見委員長が、議案第３３号について採決を行い、全員

一致で原案のとおり可決された。 

 

５ そ の 他 

(1) 協議事項 

【協議事項１３】東日本大震災への対応について 

委員から東日本大震災への対応についての協議の提案が

あった。 

 

（委 員）東日本大震災への対応について、三木市教育委員会

としてどうするか、協議したい。 

その他、県教育委員会から何か要請はあったか。 

 

（事務局）現時点では、教育委員会を含め、三木市全体として、

企画管理部危機管理課を中心に対応することとしている。 

現在、消防が現地に行っており、今後、要請に応じて上

下水道部などが対応できるように準備している。 

 

（委 員）学校や教職員、ＰＴＡなど教育委員会と関連すると

ころがたくさんあるので、できれば、まとまった対応をす

る方が良いと思う。 

市で方針を出されるのであれば、対応も一元的になり、

良いと思う。 

 

（事務局）兵庫県教育委員会からは、震災・学校支援チーム

（ＥＡＲＴＨ）のメンバーに対して応援の募集があった。 

ＥＡＲＴＨとは、阪神・淡路大震災で全国の教育関係者

から受けた支援に応えるために、他府県等で地震等の災害

が発生した場合に被災地の教育復興を支援することを目的

とした教職員で構成する組織である。 

また、ＥＡＲＴＨメンバーは講師や指導者となって各学

校の防災教育にも取り組んでおり、三木市内にも５人のメ

ンバーがいる。 

県教育委員会では、そのＥＡＲＴＨメンバーから希望者

を募り順番に１週間程度派遣しようとしている。 
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（委 員）ボランティアなどは、もう少し混乱が落ち着いて、

被災地の受入れ態勢が整ってからの方が良いだろう。 

 

（委 員）委員が言われたように、まとまって対応するような

体制ができれば、数の力も期待できる。 

 

（委 員）このような有事には、本当に、皆で助け合わないと

いけない。 

子どもたちにとっても、良い経験になるし、本当の教育

になるので、そうしたことも含めて、しっかり対応してい

ただきたい。 

 

(2) 報告事項 

ア 学校教育課の主要行事等について 

○ 穂積学校教育課長が次のように報告した。 

３月３日に第１２回定例校園長会を開催し、特別支援教

育の取組、同和教育伝承講座のまとめなどを報告した。 

また、主な行事としては、３月１１日に中学校卒業式が、

１４日には公立高校の入学試験が行われた。入試について

は、欠席者の報告もなく、全員無事に受験できた。 

今後の行事については、卒業（園）式等が、３月１７日

に三木特別支援学校、１８日に幼稚園、２３日に小学校で、

また、修業式が２４日に各学校で執り行われる。 

３月３１日に県費負担教職員への退職辞令伝達式、４月

１日には県費負担教職員への任命辞令伝達式を執行する。 

各学校園の始業式は、４月７日に、また、入学式につい

ては、８日に中学校、特別支援学校、１１日に小学校、１

２日に幼稚園で行われる。 

 

イ 教育センター・青少年センターの主要行事等について 

○ 梶本教育センター所長が次のように報告した。 

２月２５日に「ニュー教育ウェーブ（教育センター研究

員発表会）」を開催した。 

９８人の参加があり、参加者からは、「実践に役立つ内
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容であった」、「研究内容を現場で役立てたい」といった

感想があり、実りある発表会になったと喜んでいる。 

来年度も、この取組を続けていく計画である。 

 

ウ 文化スポーツ振興課の主要行事等について 

○ 松村文化スポーツ振興課長が次のように報告した。 

実施事業については、２月２６日に教育センターでスポ

ーツ賞表彰式を行った。 

一方、今後の事業予定については、３月２０日に第１８

回みっきぃふれあいマラソンを三木総合防災公園で開催す

る予定である。 

また、三木のことをもっと知るプロジェクト「ミキシ

ル」の一環として、３月２６日に付城のろしリレー、歴史

講演会を実施する予定である。付城のろしリレーの、のろ

しを上げる場所は、平井山ノ上付城と平井村中村間ノ山付

城、慈眼寺山城、跡部村山ノ下付城、平田村山ノ上付城の

５箇所であり、市役所５階大会議室を展望場所としている。

歴史講演会は、「三木合戦がのこした歴史遺産」をテーマ

に、長浜城歴史博物館館長の中井均氏を講師に迎えて、三

木市文化会館で実施する。 

また、みっきぃジュニアゴルフ塾の春季講座を３月２８

日、２９日に太平洋クラブ六甲コースで開催する。三木市

ゴルフ協会ジュニア会員を対象に、塾長の橘田プロをはじ

め、市内のゴルフ場で指導をされているプロゴルファーの

方々に指導をお願いしている。 

 

（委 員）のろしリレーについては、どのようなＰＲをされて

いるか。 

 

（事務局）ミキシルのＰＲとして、ポスターやチラシを配布し

ている。 

その他、新聞や市のホームページでもお知らせをしてい

る。 

 

（委 員）どの程度の参加者を見込んでいるか。 
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（事務局）のろしリレーについては、５０組１００人程度を見

込んでいる。 

なお、風雨の状況によっては中止することもある。 

 

（委 員）報告事項にはなかったが、大塚の出張遺跡の発掘の

結果については、どのような状況か。 

 

（事務局）時代的には、当初考えていた平安時代の遺物のほか、

それ以前の古墳時代後期のものと思われる遺物も出土して

いる。 

焼土面を２面持つ、工房跡のようなものが出てきた。そ

れ以外には、柱穴が数多く出土しているが、建物の配列は

確認されていない。 

また、今回調査した場所は、遺跡の東端に当るのではな

いかと推測される。 

 

（委 員）工房とは、何の工房か。 

 

（事務局）方形の住居跡と思われる中に土が焼けた跡が２箇所

あった。 

炊事等に使用した火の跡であれば、壁際のどこか１箇所

に跡が残るが、区画のほぼ真ん中に焼けたあとが２箇所あ

ったことから、火を使って何らかの作業、物を作った跡で

はないかと推測される。 

しかしながら、作られた製品、半製品等が出土していな

いため、何の工房であったか推測し難い。 

 

エ 歴史・美術の杜構想について 

○ 委員から歴史・美術の杜構想について次のような発言が

あった。 

平成２３年２月定例教育委員会で協議した歴史・美術の

杜構想について、３月広報等で発表された。 

この構想は、ただ単に、施設を移転するだけの構想では

なく、また、公表された案も我々教育委員が最終決定した
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ものではないので、今後も、教育委員として図書館の移転、

教育センターの移転を含めて議論を深めていきたい。 

 

（事務局）この件については、今後も、適宜、報告させていた

だき、必要に応じて協議もいただきたいと考えている。 

 

（委 員）３月１日の広報に掲載された案については、あれが

良いということではなくて、協議の中で何度も念を押した

ように、議論を進めていく上で、何らかの案を出さなけれ

ばならないということで、提案したものである。 

大きな方向としては、城址を整備しようとする歴史・美

術の杜構想が必要だということを大前提にしたものである。 

今後、歴史美術の杜構想検討委員会、第２次図書館活性

化委員会の２つの委員会で慎重に御検討いただき、市民の

方からも御意見をいただきながら、十分機能を果たせるよ

うなものにしなければならないと考えるので、よろしくお

願いする。 

 

(3) 次回定例教育委員会の開催日時について 

里見委員長が、次回の定例教育委員会の開催予定日時につい

て諮り、平成２３年４月２０日（水曜日）、午後３時から開催

することを決定した。 

 

６ 審議事項（秘密会） 

【議案第３２号】三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の

決定について 

○ 清水教育総務課長が、次のように説明した。 

被顕彰候補者は２３人・団体であり、すべて感謝状を贈

呈しようとするものである。 

内訳は、教育の振興のために寄附をされた方、４人・団

体、市立学校の学校長、教頭の退職者等１０人、市立学校

の退職教諭で在職３０年以上の者９人である。 

 

議案第３２号は、三木市教育委員会会議規則第７条第１

項ただし書きの規定により秘密会として審議したため、同
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規則第３２条の規定により、審議内容については記載しな

い。 

 

里見委員長が、議案第３２号について採決を行い、全員

一致で原案のとおり可決された。 

 

【議案第３４号】平成２３年度三木市立学校教職員人事異動内申

について 

 

当議案の審議に当たり、関係部課長以外は退席した。 

 

○ 穂積学校教育課長が、議案の内容について説明した。 

 

議案第３４号は、三木市教育委員会会議規則第７条第１

項ただし書きの規定により秘密会として審議したため、同

規則第３２条の規定により、内容については記載しない。 

 

里見委員長が、議案第３４号について採決を行い、全員

一致で原案のとおり可決された。 

 

７ 閉  会 

里見委員長が、平成２３年３月三木市教育委員会定例会の閉会

を宣言した。 

 


